
令和４(2022)年度第２回みよし市男女共同参画審議会 次第 

 

 

日時 令和４(2022)年９月５日（月） 

午前 10時 30分から 

場所 市役所 ３階 研修室１・２・３ 

 

 

１ あいさつ 

 

 

２ 議 題 

 (1) 次期みよし男女共同参画プラン策定に伴うアンケート調査概要及びアンケー

ト調査票（案）について（資料№１） 

 

 

 

 (2) 「みよし男女共同参画プラン『パートナー』2019-2023」の令和３(2021)年度

進捗状況（実績）及び令和４(2022)年度実施計画について（資料№２） 

 

 

 

 (3) 「みよし男女共同参画プラン『パートナー』2019-2023」の数値目標に対する

実績・考え方について（資料№３） 

 

 

 

３ その他 

 

 



（敬称略）
団体名・役職等 氏　　名

東海学園大学経営学部教授 田　代　景　子

みよし市区長会代表（明知下行政区区長） 伊　藤　欽　治

みよし市小中学校校長会代表（北中学校校長） 岡　本　信一郎

みよし市社会教育委員会委員 野　口　尚　子

みよし市民生児童委員協議会副会長 宇賀神　光　行

連合愛知豊田地域協議会事務局長 湊　　　　裕

JAあいち豊田女性部三好支部支部長 久　野　美知代

みよし商工会女性部副部長 酒　井　直　美

在住外国人(三好丘桜） 宮　代　カレン

公募委員 岡　本　和　子

令和４(2022)年度みよし市男女共同参画審議会　委員名簿



  資料№１ 

次期みよし男女共同参画プラン策定に伴うアンケート調査概要 

 

１ 調査目的 

 

男女共同参画に対する市民意識及びニーズを把握し、次期プランの策定にあたっての 

基礎資料とする。 

 

２ 調査の方法 

 

(1) 調査対象者 

   市内在住の 16歳以上の方から男女それぞれ 500人（男女計 1,000人）を無作為抽出。 

(2) 調査方法 

   調査票の配布は郵送。 

   回答の回収方法は①返信用封筒で返送する郵送方法、②専用Ｗｅｂページへアクセ

スし回答するＷｅｂ方法の２つを併用。 

(3) 調査期間 

   令和４(2022)年 10月１日から令和４(2022)年 10月 31日まで。 

(4) その他 

   アンケート回収後、調査結果の集計及び分析を行い、令和４(2022)年度第３回みよ

し市男女共同参画審議会で報告します。 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

 

年月日 審議会 アンケート 

R4(2022).9.5 第 2回審議会開催 質問内容の検討 

R4(2022).9.5～  質問内容の修正、発送準備 

R4(2022).9.30  アンケート調査票発送 

R4(2022).10.1～ 

  R4(2022).10.31 
 調査期間 

R4(2022).11月～ 

   R5(2023).1月 
 調査結果の集計、分析 

R5(2023).2.20 第 3回審議会開催 調査結果の報告 
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男女共同参画社会に関するアンケート調査 
～男女共同参画社会の形成に向けて、あなたのお考えをお聞かせください～ 

 

【ご協力のお願い】 
 

平素は、市行政に対し、ご理解ご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

 みよし市では、平成 31(2019)年４月に策定しました「みよし男女共同参画プラン『パートナー2019-

2023』」に基づき、男女共同参画社会の更なる推進に向けて各施策を実施しています。 

来年度の令和５(2023)年度に、このプランは最終年度を迎えるため、プラン内容について検証、見

直しを行い、新たな１０年間に向けての男女共同参画プランを策定します。 

つきましては、市民の皆様の男女共同参画社会に関するお考えやご意見、実情を幅広くお伺いし、

計画に反映するため、アンケート調査を実施することといたしました。 

本調査は市内在住の１６歳以上の方から男女それぞれ５００人を無作為に選ばせていただいてお

ります。お答えいただいた内容は、すべて統計的に処理し、調査目的以外には一切使用しません。ま

た、個人が特定されたり、個別の回答が公表されたりすることはありません。 

大変お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願

い申し上げます。 

令和４(2022)年９月    みよし市長 小山 祐 

【ご記入にあたって】 

◆アンケートの回答は、宛名の本人（依頼された方）が記入してください。 

本人による回答が難しい場合は、ご家族のうち１６歳以上の方が代わりにご回答ください。 

◆回答は、アンケート用紙の当てはまる番号を○で囲んでください。設問により、回答の数が 

１つの場合と複数の場合がありますのでご注意ください。   

◆その他に当てはまる場合は、（ ）の部分に具体的な内容をご記入ください。 
 

＜回答方法① 郵送での回答の場合＞ 

・ご回答いただいたアンケート用紙を同封の返信用封筒に入れ、 

締切日までに郵便ポストへ投函してください（切手は不要です）。 

＜回答方法② Web での回答の場合＞ 

・パソコンやスマートフォンでも回答することができます。 

・URL または二次元コードから Web ページにアクセスしてください。 

・下記 ID とパスワードを入力し、締切日までにご回答ください。 

 URL：「       URL        」 

ID：＊＊＊＊＊＊  パスワード：＊＊＊＊＊＊ 

〈回答締切〉 令和 4(2022)年 10月 31日（月） 
 

 
【お問い合わせ先】 

みよし市 市民協働部 協働推進課 

電  話：３２－８０２５ (直通) 

   e-ma i l：kyodo@city.aichi-miyoshi.lg.jp 

 

○案  

＜ＱＲ＞ 
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A. あなたの年齢・ご家族などについておたずねします。 
   

 

１．男性   ２．女性   ３．その他、わからない、答えたくない  

 

 

 

１．10代 ２．20代 ３．30代 ４．40代 ５．50代 

６．60代 ７．70代以上 

 

 

１．既婚 ２．離別 3．死別  ４．未婚 

 

【問３で「1．既婚」と回答した方は「回答者」「配偶者」の欄を、「2．離別」「3．死別」「4．未婚」と回答

した方は「回答者」の欄のみお答えください。】 

 

 

 

 回答者 配偶者 

自営業（商工業、農林水産業、製造業、サービス業など） １ １ 

自営業の家族従業者（商工業、農林水産業、製造業、サービス業など） ２ ２ 

自由業（開業医、弁護士、芸術家等） ３ ３ 

正規社員、職員（常勤の会社員、公務員等） ４ ４ 

契約社員・派遣社員 ５ ５ 

パートタイム・アルバイト ６ ６ 

専業主婦・専業主夫 ７ ７ 

学生 ８ ８ 

無職 ９ ９ 

その他（具体的に：                                ）  10 10 

 

  

問１ あなたの性別についてあてはまる番号に○を付けてください。 

※戸籍上の性別ではなく、あなたが自分でそうだと思う性別をお答えください。 

問２ あなたの年齢（令和４(2022)年 10 月 1日現在の満年齢）は次のうちどれですか。 

あてはまる番号に○を付けてください。 

問３ あなたは結婚していますか。（事実婚を含む）あてはまる番号に○を付けてください。 

問４ あなた及び配偶者の職業は何ですか。 

あてはまる番号をそれぞれ１つ選んで○を付けてください。 
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１．いる   ２．いない 

 

【問５で「1．いる」と回答した方のみお答えください。】 

 

 

１．未就学児     

２．小学生 

３．中学生 

４．高校生 

５．大学生（短大、大学院、専門学校等を含む） 

６．就業している 

７．その他（具体的に：                              ） 

 

 【問５-１で「1．未就学児」と回答した方のみお答えください。】 

 

 

１．保育園に預けている 

２．幼稚園に預けている 

３．保育園・幼稚園には預けていない 

 

【すべての方におたずねします。】 

 

 

 

１．単身（一人暮らし） 

２．夫婦（事実婚含む）のみ 

３．夫婦（事実婚を含む）と子ども 

４．夫婦（事実婚を含む）と親 

５．親・子・孫の三世代 

６．母親または父親と子ども 

７．その他（具体的に：                              ） 

  

問５ お子さんはいますか。あてはまる番号に○を付けてください。 

問５-１ 一番下のお子さんは何歳ですか。 

問６ あなたが現在、同居しているご家族の構成はどれにあてはまりますか。 

あてはまる番号を１つ選んで○を付けてください。 

問５-２ そのお子さんは保育園・幼稚園に預けていますか。 
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B.  男女の平等意識についておたずねします。 
 

 

 

 
おおよその 
内容まで 

知っている 

聞いたことはあ
るが、内容まで

は分からない 

聞いたこと 
がない 

① 男女共同参画社会 １ ２ ３ 

② 男女雇用機会均等法 １ ２ ３ 

③ 育児・介護休業法 １ ２ ３ 

④ 女性活躍推進法 １ ２ ３ 

⑤ 女子差別撤廃条約 １ ２ ３ 

⑥ 配偶者暴力防止法（DV防止法） １ ２ ３ 

⑦ ポジティブ・アクション（積極的改善措置） １ ２ ３ 

⑧ ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別） １ ２ ３ 

⑨ 
リプロダクティブ・ヘルス/ライツ 
（性と生殖に関する健康/権利） １ ２ ３ 

⑩ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） １ ２ ３ 

⑪ ダイバーシティ（多様性） １ ２ ３ 

 

 

 

 

 男
性
の
方
が 

非
常
に
優
遇 

さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
男
性
の

方
が
優
遇
さ
れ

て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
女
性
の

方
が
優
遇
さ
れ

て
い
る 

女
性
の
方
が 

非
常
に
優
遇 

さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

① 家庭生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

② 職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③ 学校教育の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④ 政治の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤ 地域社会の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥ 法律や制度の面 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦ 社会慣習の面 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑧ 社会全体として １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

  

問７ 次の法律、言葉の中で、あなたが知っている、または聞いたことがあるものはどれです

か。（①～⑪についてそれぞれ〇を１つ付けてください） 

問８ 今の社会において、次の各分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

（①～⑧についてそれぞれ〇を１つ付けてください） 
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１．男女がともに経済力をつける 

２．男女が知識・技術を習得するなど、積極的に能力の向上を図る 

３．女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図る 

４．さまざまな偏見や社会通念、慣習、しきたりなどを改める 

５．法律や制度の見直しを行い、性差別につながるものを改める 

６．子どものときから家庭教育や学校教育を通じて男女平等意識を育てる 

７．男女が家事を分担できる条件や環境を整備する 

８．育児、介護を男女が共に担うための制度やサービスを整備する 

９．行政や企業など重要な役職に女性を積極的に登用する制度の採用・充実を図る 

10．政策決定、意思決定をする審議会の女性の登用を増やす 

11．その他（具体的に：                           ） 

 

 

 

 

１．賛成  2．どちらかといえば賛成  ３．どちらかといえば反対 

４．反対  5．わからない 

 

 

 

 

１．家事や育児に参加する暇があるなら、もっと仕事に全力投球するべきだ 

２．家事や育児は女性の方が向いているため、女性に任せた方がよい 

３．男性の参加は不十分だが、仕事があるためやむを得ない 

４．男性は、仕事の妨げにならない範囲で家事・育児に参加するのがよい 

５．男性は積極的に家事・育児に参加し、仕事との両立を図るべきだ 

６．男性は父親として、子育てに積極的に参加すべきだ 

  

問９ あなたは、男女が社会のあらゆる分野で平等になるためには、何が重要だと思います

か。重要だと思うもの３つまで選んで○を付けてください。 

問 10 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、あなたはどうお考

えですか。あてはまる番号を１つ選んで○を付けてください。 

問 11 あなたは、男性の家事・育児への参加をどのように思いますか。 

あてはまる番号を１つ選んで○を付けてください。 
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Ａ 希望として 

１ 「仕事」を優先したい 

２ 「家庭生活」を優先したい 

３ 「地域・個人の生活」を優先したい 

４ 「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい 

５ 「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 

６ 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 

７ 「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 

８ わからない 

Ｂ 現実として 

１ 「仕事」を優先している 

２ 「家庭生活」を優先している 

３ 「地域・個人の生活」を優先している 

４ 「仕事」と「家庭生活」をともに優先している 

５ 「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

６ 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

７ 「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

８ わからない 

【現在、結婚している方（事実婚を含む）におたずねします。】 

 

 

 

 夫 妻 夫婦 
家族 
全員 

その他 
の人 

わから 
ない 

①食事のしたく １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②食事の後かたづけ・食器洗い １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③掃除 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④洗濯 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤買い物 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥子育て（子どもの世話・しつけ・教

育など） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦介護（介護が必要な親の世話・

病人の介護など） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑧家計の管理 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

  

問 12 あなたは、暮らしの中での「仕事」、「家庭」、「地域・個人（付き合い、学習・趣味など）」

の生活で何を優先しますか。（Ａ、Ｂについてそれぞれ○を１つ付けてください） 

問 13 あなたの家庭では、次にあげる家事は主に誰が分担していますか。 

①～⑧についてそれぞれ〇を１つ付けてください。 
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【すべての方におたずねします。】 

 

 

 

１．賛成  ２．どちらかといえば賛成  ３．どちらかといえば反対 

４．反対  ５．わからない 

 

C. 職業生活についておたずねします。 

 

 

 

１．女性は職業を持たない方がよい 

２．結婚するまでは職業を持つ方がよい 

３．子どもができるまでは職業を持つ方がよい 

４．子どもができても、ずっと職業を持ち続ける方がよい 

５．子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい 

６．その他（具体的に：                           ） 

７．わからない 

 

 

 

 

１．子育て支援施設・制度が不十分であること 

２．介護支援施設・制度が不十分であること 

３．家族の協力や理解が得られないこと 

４．男性に比べて賃金が低いこと 

５．上司や同僚の理解が得られないこと、セクシュアルハラスメント等の職場の人間関係の問題 

６．昇進・昇給に男女差があること、また能力に対して正当な評価がされないこと 

７．結婚や出産時、あるいは中高年女性に対する退職の慣例、圧力があること 

８．女性は家庭に入るべきなどの社会全体の風潮 

９．一旦退職した女性が、正社員として再就職することが困難であること 

10．女性自らが働くことに対する意識が低いこと、また責任のある仕事への不安 

11．女性の働く場が少ないこと 

12．その他（具体的に：                           ） 

13．特に妨げがあるとは思わない 

  

問 14 「男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく子育てする」という考え方をどう思いま

すか。あてはまる番号を１つ選んで○を付けてください。 

問 15 あなたは、女性が職をもつことについてどう思いますか。 

あてはまる番号を１つ選んで○を付けてください。 

問 16 あなたは、女性が職業に就いたり、仕事を続けるうえで妨げとなっているのは何だと思

いますか。あてはまる番号を３つまで選んで○を付けてください。 
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【現在、働いている方におたずねします。】 

 

 

 

１．募集や採用人数に偏りがある 

２．昇給・昇格に男女差がある 

３．賃金に男女差がある 

４．配置される職種・仕事内容に男女差がある 

５．研修・教育を受ける機会に男女差がある 

６．結婚や出産をすると勤め続けにくい雰囲気がある 

７．定年の年齢に男女差がある、または女性は定年まで勤め続けにくい雰囲気がある 

８．お茶くみや雑用は女性がする慣例がある 

９．男性は育児休暇を取得できない、または取得しにくい雰囲気がある 

10．その他（具体的に：                           ） 

11．特に男女差はない 

 

【すべての方におたずねします。】 

 

 

 

１．保育所や学童保育など、子どもを預けられる環境の整備 

２．介護支援サービスの充実 

３．家事・育児支援サービスの充実 

４．男性の家事・育児・介護などに参加、参画することへの周囲の理解・意識改革 

５．家事・育児・介護などに参加することへの男性自身の意識改革 

６．女性が働き続けることへの周囲の理解や意識改革 

７．働き続けることへの女性自身の意識改革 

８．男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革 

９．職場における育児・介護との両立支援制度の充実 

10．短時間勤務制度や在宅勤務制度（テレワーク）などの導入 

11．育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進などへの不利益な取扱いの禁止 

12．その他（具体的に：                               ） 

13．特にない 

14．わからない 

  

問 17 あなたの職場では、男女が平等でないと思うことはありますか。 

あてはまる番号すべてに○を付けてください。 

問 18 あなたは、男女が離職せず同じ職場で働き続けるために、家庭・社会・職場において必

要なことはなんだと思いますか。あてはまる番号を３つまで選んで○を付けてください。 
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D.  地域活動についておたずねします。 

 

 

 

 

１．行政区運営に関わる活動 

２．自主防災会、消防団、防犯パトロール隊などの防犯・防災活動                

３．老人クラブなど高齢者団体活動 

４．PTAや子ども会活動           

５．NPOやボランティア団体などの非営利団体活動 

６．趣味、教養、スポーツなどのサークル活動 

７．その他（具体的に：                           ） 

８．いずれの活動にも参加していない 

 

【問 19 で「８．いずれの活動にも参加していない」と回答した方におたずねします。】 

 

 

 

１．仕事が忙しい 

２．家事・育児・介護などで忙しい 

３．自分の健康上の理由から 

４．地域活動に興味がない 

５．人間関係がわずらわしい 

６．家族の理解や協力がない 

７．役員など責任のある立場を任されたくない 

８．どんな地域活動があるかわからない 

９．参加方法がわからない 

10．参加したい活動がない 

11．その他（具体的に：                       ） 

 

【すべての方におたずねします。】 

 

 

 

１．町会、町内会に属する各種団体の会長には男性が就き、女性は補助的役職に就く慣行がある 

２．活動の準備や後片付けなどは、女性が行う慣行がある 

３．男女別の役割は特にないと思う 

 

問 19 あなたは現在、次のような地域活動に参加していますか。あてはまる番号すべてに○

を付けてください。※コロナで休止中の活動については参加中とみなします。 

問 19-1 いずれの活動にも参加しなかった理由は何ですか。 

あてはまる番号すべてに○を付けてください。 

問 20 あなたが地域活動の中で男女の役割分担について思うことは何ですか。 

あてはまる番号すべてに○を付けてください。 
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１．女性の参画が少ないとは思わない 

２．女性が指導的立場につくことが快く思われないから 

３．これまでの慣習だから 

４．女性は経験が少ないから 

５．家族の支援・協力が得られないから 

６．女性自身が消極的だから 

７．女性の参画を積極的に進めようと意識している人が少ないから 

８．その他（具体的に              ） 

 

 

 

 

１．避難所の運営、運営方針の決定などにおいて、女性と男性がともに参加すること 

２．男女別トイレや洗濯干場、授乳室の設置など、避難者のニーズに配慮すること 

３．生理用品や育児・介護用品などがスムーズに配布されるように体制を整えること 

４．女性は炊き出し、男性は力仕事といった固定的な性別役割分担意識を解消すること 

５．女性及び男性が抱えた悩みや避難所生活上の問題を受け付ける窓口を設置すること 

６．性暴力等の被害を発生させないための取り組み及び被害者へのケア体制を充実させること 

７．その他（具体的に：                     ） 

８．わからない 

 

E.  配偶者や恋人からの暴力（DV）についておたずねします。 

 

 

 

１．配偶者や恋人等親密な関係の人から受ける暴力を、DV（ドメスティック・バイオレンス）と呼ぶこと 

２．DVには、なぐる、ける等身体的暴力だけでなく、精神的・性的暴力も含まれること 

３．DV 被害者を支援するために、法律（「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」）が

制定されていること 

４．公的機関において、相談や被害者の一時保護を行っていること 

５．DV を受けている人を発見した時は、公的機関等の相談窓口または警察に通報するよう努めなければなら

ないこと 

６．まったく知らない 

 

 

問 21 地域活動において、企画や方針決定過程への女性の参画が少ない主な理由は何だと

思いますか。あてはまる番号を３つまで選んで○を付けてください。 

問 22 災害時の避難所運営について、男女共同参画の視点からあなたはどのようなことが必

要だと思いますか。あてはまる番号を３つまで選んで○を付けてください。 

問 23 あなたは、DV（ドメスティック・バイオレンス）に関する次のことを知っていましたか。 

あてはまる番号すべてに○を付けてください。 
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１．何度もある    ２．１～２回ある    ３．まったくない 

   【問 24 で「１．何度もある」、または「２．１～２回ある」と回答した方におたずねします。】 

 

 

 

１．家族・親戚 

２．友人・知人 

３．警察 

４．市役所（みよし市女性の悩みごと相談、子育て支援課） 

５．愛知県女性相談センター 

６．民間の専門家や専門機関（弁護士(会)、民間シェルター等） 

７．医療機関（医師・看護師・カウンセラー） 

８．学校関係者（教員・養護教諭・スクールカウンセラー） 

９．民生委員・児童委員 

10. その他（具体的に：                           ） 

11．相談しなかった（できなかった） 

12．相談しようと思わなかった 

 

【問 25 で「11．相談しなかった（できなかった）」「12．相談しようと思わなかった」と回答した 方

におたずねします。】 

 

 

１．誰（どこ）に相談してよいのかわからなかったから 

２．恥ずかしくて誰にも言えなかったから 

３．相談しても無駄だと思ったから 

４．相談したことがわかると、仕返しやもっとひどい暴力を受けると思ったから 

５．相談相手の言動により、不快な思いをさせられると思ったから 

６．自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていくことができると思ったから 

７．世間体が悪いと思ったから 

８．他人を巻き込みたくなかったから 

９．自分に悪いところがあると思ったから 

10．相談するほどのことではないと思ったから 

11．その他（具体的に：                           ） 

  

問 24 あなたは、配偶者・パートナー・恋人との間において、DVを受けた経験がありますか。 

あてはまる番号を１つ選んで○を付けてください。 

問 25 あなたは、暴力を受けたときに、誰（どこ）に相談をしましたか。 

あてはまる番号すべてに○を付けてください。 

問 25-1 その理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○を付けてください。 
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【すべての方におたずねします。】 

 

 

 

１．警察 

２．市役所（みよし市女性の悩みごと相談、子育て支援課） 

３．愛知県女性相談センター 

４．民間の専門家や専門機関（弁護士(会)、民間シェルター等） 

５．医療機関（医師・看護師・カウンセラー） 

６．学校関係者（教員・養護教諭・スクールカウンセラー） 

７．民生委員・児童委員 

８．その他（具体的に：                           ） 

９．相談できる窓口として知っているものはない 

 

 

 

 

１．メールによる相談ができる 

２．ＬＩＮＥなどのＳＮＳによる相談ができる 

３．電話による相談ができる 

４．通話料が無料 

５．24時間相談ができる 

６．相談内容に関連する、他の相談窓口との連携が行われる 

７．同性の相談員がいる 

８．匿名で相談ができる 

９．弁護士など、法的知識のある相談員がいる 

10．臨床心理士、公認心理士など、心理専門職の相談員がいる 

11．その他（具体的に：                           ） 

12．特にない 

  

問 26 配偶者や恋人からの暴力について相談できる窓口のうち、あなたが知っているものは

どれですか。あてはまる番号すべてに○を付けてください。 

問 27 DV被害者が相談しやすくなるために必要なことはなんですか。 

あてはまる番号すべてに○を付けてください。 
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Ｆ. 性の多様性のあり方についておたずねします。 

 

 

 
 

 
おおよその 

内容まで 
知っている 

聞いたことはあ

るが、内容まで
は分からない 

聞いたこと 

がない 

①  ＬＧＢＴ※１（性的少数者の総称のひとつ） １ ２ ３ 

②  ＳＯＧＩ※２ １ ２ ３ 

③  
カミングアウト（本人が自分の性的指向や 

性自認を表明すること） 
１ ２ ３ 

④  
アウティング（本人の同意を得ずに、公にしていない本

人の性的指向や性自認の秘密を話してしまうこと） 
１ ２ ３ 

⑤  アライ（多様な性のあり方を理解し応援する人） １ ２ ３ 

※１ LGBT とは、レズビアン（Lesbian：同性を好きになる女性）、ゲイ（Gay：同性を好きになる男性）、バイセクシュアル（Bisexual：両

方の性を好きになる人）、トランスジェンダー（Transgender：身体と心の性が異なる人）の頭文字をとった言葉 

※２ SOGI（ソジ）とは、「Sexual Orientation（性的指向：好きになる性）」と「Gender Identity（性自認：自分の心の性）」の頭文字を取

った言葉で、性的少数者もそうでない人も含め、すべての人に関係する属性や特徴のこと 

 

 

 

 

１．ある        ２．ない 

 

 

 

１．特に問題があるとは思わない 

２．制服などで男女の別を決めつけられる 

３．いじめ（悪口、嫌がらせなど）や差別を受ける 

４．自らが認識する性とは異なる性のふるまい（服装、言葉遣いなど）を強要される 

５．異性愛を前提とした教育を受ける（性教育、道徳など） 

６．男女だけの性別で区分された設備（トイレ、更衣室など）を使いづらい 

７．書類等で性別の記入を強要される 

８．家族や友人等に相談しづらい・理解されにくい状況にある 

９．就職、仕事、待遇等で不利・不当な扱いを受ける 

10．病院や福祉施設等で適切な看護や介護が受けられない 

11．住宅を借りることが難しい場合がある 

12．スポーツ・文化活動や地域活動に参加しづらい 

13．病院で同性パートナーとの関係が認められず、病状を教えてもらえない 

14．法整備が不十分であり、婚姻や相続などで不利益を受ける 

15．行政機関などの相談・支援体制が不十分である 

16．その他（具体的に：                             ） 

17. わからない 

問 28 次の言葉の中で、あなたが知っている、または聞いたことがあるものはどれですか。

（①～⑤についてそれぞれ○を１つ付けてください） 

問 29 あなたは今までに性的指向や性自認について悩んだことはありますか。 

あてはまる番号を１つ選んで○を付けてください。 

問 30 あなたは現在、LGBT など性的少数者の方々がどのような問題に直面していると思い

ますか。あてはまる番号すべてに○を付けてください。 
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おおよその 
内容まで 
知っている 

聞いたことはあ
るが、内容まで
は分からない 

聞いたこと 
がない 

①  「パートナーシップ宣誓制度」※3 １ ２ ３ 

②  「ファミリーシップ制度」※4 １ ２ ３ 

※３ パートナーシップ宣誓制度とは、双方またはいずれかが性的マイノリティであり、互いを人生のパートナーとして、日常生活にお

いて継続的に相互に協力し合うことを約束すると宣誓し、その宣誓書を受理したことを自治体が公に証明する制度。 

    この制度では、婚姻制度とは異なり、法律上の効果（相続、税金の控除等）は生じませんが、一部の行政サービスや、民間事業

者のサービス（携帯電話の家族割引、生命保険の受取人など）において、婚姻関係に準じた取扱いを受けられる例もあります。 

※４ ファミリーシップ制度とは、※３のパートナーシップ宣誓をした者のほかに、家族として暮らしている子どもなどがいる場合、その

子どもなどを含む家族の関係性を届出していただくことで、パートナーシップ宣誓者とその家族関係を公的に証明する制度。 

 

 

 

 

１．賛成 ２．どちらかといえば賛成  ３．どちらかといえば反対  ４．反対    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 32 で「5．わからない（どちらともいえない）」と回答した方におたずねします。】 

 

１．制度の詳細がわからないから 

２．社会や自分自身にどのような影響があるかわからないから 

３．周囲に性的マイノリティの方がいないと感じているから 

４．自分には関係がないと思うから 

５．その他（具体的に：                        ） 

  

問 31 あなたは次の制度について知っていますか。 

（①～②についてそれぞれ○を１つ付けてください） 

問 32 本市では令和４(2022)年 10月からパートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度を開始し

ます。本市がこの制度を導入することについて、どう思いますか。あてはまる番号を１

つ選んで○を付けてください。 

問 32-3 どのような理由からですか。あてはまる番号すべてに○を付けてください。 

５．わからない 
（どちらともいえない） 

問 32-2 どのような理由からですか。あては

まる番号すべてに○を付けてください。 

 １．性の多様性や個人の人権を尊重する社会づくりの 

ために必要な取り組みだと思うから 

 ２．当事者の不安や生きづらさの軽減につながるから 

 ３．性的マイノリティへの理解促進につながるから 

 ４．特に反対する理由がないから 

 ５．その他（具体的に：                  ） 

１．法律上の効果がなければ実用性があると思えないから  

２．性的マイノリティについてまだ理解が広がっておらず 

時期尚早だと思うから 

３．必要とされている制度だと思わないから 

４．出生率がさらに下がると思うから 

５．その他（具体的に：                  ）  

【問 32 で「1．賛成」「2．どちらかといえば

賛成」と回答した方におたずねします。】 

【問 32 で「 3．どちらかといえば反対」       

「4．反対」と回答した方におたずねします。】 

性の多様性を認め合う社会をつくるための取り組みや、パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度

について、ご意見等ありましたらご記入ください。 

 

問 32-1 どのような理由からですか。あては

まる番号すべてに○を付けてください。 
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G.  男女共同参画プランの推進体制についておたずねします。 

 

 

 

 

１．男女共同参画社会の実現を目指した法律・条例・制度の制定や見直しを行う 

２．政策、方針決定の場に女性を積極的に登用する 

３．職場における男女の均等な取扱いを行うよう企業等に働きかける 

４．労働時間の短縮など、男女がともに多様な生き方を選択できる環境を整備する 

５．職業教育や再就職支援などを充実させ、女性の就労拡大を図る 

６．保育、介護の施設やサービス、施策を充実させる 

７．学校や社会教育の場で、男女平等の教育・学習を推進する 

８．男女の生き方に関する情報提供や相談の場を充実させる 

９．男女参画に関する広報・啓発を推進する 

10．男女がともに市民活動や生涯学習などに取り組みやすい環境をつくる 

11．その他（具体的に：                           ） 

12．わからない 

 

 

 

 

１．各種セミナーや講座に参加するなど、自己啓発に努める 

２．習慣、しきたりなどを見直す 

３．家庭において、男女平等を基本とする子育てを行う 

４．家事や育児に積極的にかかわる 

５．高齢者や病人の介護に積極的に関わる 

６．仕事をすることに対する意識を高める 

７．仕事と家庭や地域での活動を両立するために努力する 

８．ボランティア活動など、地域活動に積極的に参加する 

９．市政に対する関心を深め、参加意識を持つ 

10．その他（具体的に：                           ） 

  

問 33 男女共同参画社会の形成を推進するために、みよし市は特にどのようなところに力を

入れていくべきだと思いますか。あてはまる番号を３つまで選んで○をつけてください。 

問 34 あなたは市民として、「男女共同参画社会」の形成を推進するために何をすべきだと思

いますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 
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H. ご意見・ご要望(自由記述) 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

設問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

記入漏れがないかをご確認の上、アンケート用紙を同封の返信用封筒に入れて、 

10月 31日（月）までにお近くの郵便ポストに投函してください。 

 

問 35 その他ご意見、ご要望がありましたら自由にご記入ください。 














































